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＜あらまし＞ 本発表は，情報モラル教育に関わって，デジタルリテラシーの視点からア
プローチを試みようとする基礎研究に位置づく．中学生，現職教員，学生（教員養成の学
生）のメディア利用行動とそれに対する意識（何を大切にしているかなども含む）を，デ
ジタルリテラシーの先行研究から質問紙を構成し，結果を分析した．その結果，3 者に共通
する点と差異から，情報モラル教育に向けたアプローチ（これまでの多様で膨大な情報教
育アプローチと共通する点と視点を少し変えたアプローチの両方）を述べる． 
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1. 本報告の位置と目的 
生活環境・メディア環境が変化し，子ども

たちのリテラシーが変わってきていると言わ

れている．学校で身につけるリテラシーと，

学校外で子どもたちがメディアなどの影響か

ら用いているリテラシーが複雑に絡み合い，

学校のリテラシー教育へその影響が現れてき

ている．このような中で，教師は，子どもた

ちが学校外で身につけているリテラシーにも

目を向け，学校で求められるリテラシーの習

得との関わりを考え，内容と方法の検討をし

ていくことが求められてきている（小柳 2008, 

2009）． 

このようなメディア環境の変化と子ど

も・学校・家庭の変化に関わって，すでに様々

なメディア利用行動の実態調査，意識・見方

考え方・知覚特性などに関する調査，実践の

報告に関する調査などが行われ，学校レベル

で，教員養成レベル，現職教育レベルで，そ

の対策も検討されてきた（石川 2006, 田井

志・阿濱 2006, 衞藤・今田・鈴木 2007, 辻・ 

葉田・西森ほか 2007, 後藤 2008, 小林・藤

村 2009, 杉本・堀田・石原ほか 2009, 横山

2009, 文部科学省 2010）． 

そこで本報告では，それら先行研究を参考

にしつつも，中学生・現職教員・教師を目指

す学生のメディア利用行動とメディア利用に

対する意識の類似点と差異をより詳細に捉え

るために，同一質問紙によって行われた実態

調査の結果（小柳 2010）を分析し，上記の

ように言われている内容を事例の中で確かめ

ることにした．つまり，「教員養成の学生と現

職教員が，子どものデジタルリテラシーの状

況を把握できる経験を有しているかどうか」

実態調査を通じて状況を把握する．そして，

教員養成の学生と現職教員が，「学校で身につ

けるリテラシーと，学校外で子どもたちがメ

ディアなどの影響，およびそのリテラシーが

複雑に絡み合い，学校のリテラシー教育へそ

の影響が現れてきていることを把握できる状

況にあるかどうか」を見ることを目的する． 

 

２. 実態調査の結果の概要 
このたびは，公立の都市部にある適正規模

の中学校 1 校（男子 255 名，女子 247 名，計

502名：詳細は表 1 参照：調査は 2009 年 11

月に悉皆調査を学校に依頼した．回収率

93％；インフルエンザの影響により調査時に

欠席者がいたため），国立大学法人教員養成大

学 3 回生 88 名（男性 45 名，女性 43 名：20



から 22 歳：調査は 2009 年 6 月，同大学内小

中学校の免許取得希望者 3 回生に講義内で依

頼し，終了後回収ボックスで回収をした．回

収率 55％），そして A 県の小中高の現職教員

324名（男性 115名，女性 209 名：詳細は表

２参照：調査は 2009 年 6 月の更新講習（共

通必修科目）に参加された教員全員に講習内

で依頼し，講習後，回収した．回収率 99％）

に調査協力を得て，質問紙調査を行った．質

問項目は自由記述の項目も含めて以下の問い

を尋ねた． 

 「日ごろよく使っているものはどれです

か？」「あなたが家でコンピューターを使い

始めたのはいつ頃からですか？」「あなたが

携帯電話を使い始めたのはいつ頃からです

か？」「あなたは，家でどのくらいコンピュー

ターを使っていますか？」「あなたは，家でど

のくらいインターネットを使っています

か？」「あなたは， 1 日どのくらいコンピュ

ーターを使っていますか？」「あなたは， 1
日どのくらいインターネットを使っています

か？」「どんな目的でコンピューターを利用

していますか？」「あなたは携帯電話を持っ

ているか（中学生のみ）」「あなたにとって携

帯電話は必要か」（中学生のみ），「あなたの

コンピューターの利用スキル（技能）は？（中

学生除く）」「あなたはコンピューター利用を

どのように学んでいますか？（中学生除く）」

「どんな目的で携帯電話を利用しています

か？」「あなたにとってコンピューター，イン

ターネット利用は重要ですか？」「あなたに

とって携帯電話は重要ですか？（中学生の

み）」「インターネットや携帯電話を用いたネ

ットコミュニケーションで日ごろ気をつけて

いる工夫はあるか？（中学生のみ）」「インタ

ーネットや携帯電話を用いたネットコミュニ

ケーションで「いやな思い」をしたことがあ

るか？（中学生のみ）」「教師として勤めてい

く場合，デジタル技術の利用は重要だと思い

ますか？（中学生除く）」「インターネットや

携帯電話を用いたネットコミュニケーション

の特長や方法を学ぶことは，教師にとって必

要だと思いますか？（中学生除く）」「インタ

ーネットや携帯電話を用いたネットコミュニ

ケーションの特長や方法を学びたいですか

（中学生のみ）」「あなたの今のデジタル技術

を操作する力は，教育者・教師としての力と

して適切だと思いますか？（中学生除く）」

中1 中2 中3 全体
男 98 69 88 255
女 83 77 87 247
全体 181 146 175 502

表 1 中学校の調査協力有効回答数と属性 

30歳代 40歳代 50歳代 全体
男 17 32 66 115
女 40 59 110 209
全体 57 91 176 324

表 2 現職教員の調査協力有効回答数と属性 

幼・保から 小(低)から 小(中)から 小(高)から 中学校から わからない 無回答
中１男 1% 0% 7% 15% 7% 1% 68%
中１女 0% 8% 11% 11% 7% 0% 63%

中１全体 1% 4% 9% 13% 7% 1% 66%
中２男 0% 3% 3% 10% 17% 3% 64%
中２女 0% 9% 6% 16% 17% 0% 52%

中２全体 0% 6% 5% 13% 17% 1% 58%
中３男 1% 3% 3% 14% 35% 0% 43%
中３女 0% 2% 11% 26% 20% 1% 39%

中３全体 1% 3% 7% 20% 27% 1% 41%
中男全体 1% 2% 5% 13% 20% 1% 58%
中女全体 0% 6% 10% 18% 15% 0% 51%
中全体 0% 4% 7% 16% 17% 1% 55%

表 4 携帯電話の利用のスタート時期（中学） 

数分 １時間 数時間 使っていない その他 無回答
中１男 12% 2% 12% 8% 2% 63%
中１女 16% 8% 13% 2% 2% 58%

中１全体 14% 5% 13% 6% 2% 61%
中２男 10% 6% 14% 3% 4% 62%
中２女 12% 8% 23% 0% 5% 52%

中２全体 11% 7% 19% 1% 5% 57%
中３男 19% 13% 16% 6% 8% 39%
中３女 14% 10% 30% 6% 5% 36%

中３全体 17% 11% 23% 6% 6% 37%
中男全体 14% 7% 14% 6% 5% 55%
中女全体 14% 9% 22% 3% 4% 48%
中全体 14% 8% 18% 4% 4% 51%

表 5 1 日の携帯電話の利用頻度（中学） 

持っている 持っていない答えられない 無回答
中１男 30% 64% 4% 2%
中１女 34% 64% 0% 2%

中１全体 31% 64% 2% 2%
中２男 33% 62% 4% 0%
中２女 48% 49% 0% 3%

中２全体 41% 55% 2% 1%
中３男 58% 38% 5% 0%
中３女 61% 36% 2% 1%

中３全体 59% 37% 3% 1%
中男全体 40% 55% 4% 1%
中女全体 48% 49% 1% 2%
中全体 44% 52% 3% 1%

表 3 携帯電話所持率（中学） 



「デジタル技術を操作する力を，授業実践の

中に生かしていきますか？（中学生除く）」で

ある． 

 結果として，他の調査同様に，①中学生の

携帯電話保持率は，女子のほうが男子よりも

多く，学年があがるに連れて保持率が上昇す

ること（特に中学 3 年生で：表 3 参照），②

中学生の携帯電話の利用は，女子のほうが男

子よりも早く小学校の高学年くらいからその

動きが見られること（表 4 参照），③1 日の携

帯電話頻度も女子のほうが男子より多く，学

年があがるにつれて増加も見られること（表

5 参照），④携帯電話の必要性感も女子のほう

が男子より多く，学年があがるにつれて増加

も見られること（表 6 参照），などが確認で

きた．また「自分にとっての携帯電話の重要

度」については，男子よりも女子のほうが少

し高いが，ほぼすべての学年において高く，

中 3 の女子においてはかなりその重要度が高

いことが確認できた（表 7 参照）． 

 一方で，情報モラルなどでよく取りあげら

れる，ネットコミュニケーション上の問題に

関しては，問題に遭遇したことがないと答え

ている生徒が 7 割から 8 割いるが，その保持

率を換算して結果を見た場合，遭遇している

率を少ないと見ることは難しく，女子にその

経験が多くあることが把握できる（表 8 参照）．

そして，そのような自体にならないように日

ごろからどのようにネットコミュニケーショ

ンの工夫をしているかどうかに関わっては，

やはり保持率や利用頻度が高い女子の方が高

く，自分なりに工夫をしている様子を伺うこ

とができる（表 9 参照）．また，ネットコミ

ュニケーションを効果的にしていくための学

習に関するニーズとしては，全体としては多

くはないが，保持率と関わって考えると，要

求度は高い（表 10 参照）．その自由記述を見

てみると「危険な情報サイトに関す情報」「ト

必要 必要でない 答えられない 無回答

中１男 39% 39% 8% 14%
中１女 43% 31% 14% 11%

中１全体 41% 35% 11% 13%
中２男 49% 29% 16% 6%
中２女 61% 17% 13% 9%

中２全体 55% 23% 14% 8%
中３男 55% 18% 17% 10%
中３女 62% 18% 9% 10%

中３全体 58% 18% 13% 10%
中男全体 47% 29% 13% 11%
中女全体 55% 22% 12% 10%
中全体 51% 26% 13% 10%

表 6 携帯電話必要度（中学） 

大変重要 重要 あまり重要でないまったく重要でない 無回答
中１男 7% 28% 18% 13% 34%
中１女 14% 31% 28% 10% 17%
中１全体 10% 29% 23% 12% 26%
中２男 17% 32% 22% 12% 17%
中２女 26% 31% 14% 5% 23%
中２全体 22% 32% 18% 8% 21%
中３男 17% 35% 23% 5% 20%
中３女 26% 26% 22% 6% 20%
中３全体 22% 31% 22% 5% 20%
中男全体 13% 31% 21% 10% 25%
中女全体 22% 30% 21% 7% 20%
中全体 18% 30% 21% 8% 22%

表 7 携帯電話は重要度（中学） 
ある ない 答えられない 無回答

中１男 14% 55% 12% 18%
中１女 22% 58% 6% 14%
中１全体 18% 56% 9% 17%
中２男 9% 55% 14% 22%
中２女 19% 53% 17% 10%
中２全体 14% 54% 16% 16%
中３男 15% 55% 18% 13%
中３女 17% 59% 15% 9%
中３全体 16% 57% 17% 11%
中男全体 13% 55% 15% 17%
中女全体 19% 57% 13% 11%
中全体 16% 56% 14% 14%

表 9 ネットコミュニケーションでの工夫 

ある ない 答えられない 無回答
中１男 5% 86% 2% 7%
中１女 10% 78% 7% 5%
中１全体 7% 82% 4% 6%
中２男 10% 71% 9% 10%
中２女 19% 70% 5% 5%
中２全体 15% 71% 7% 8%
中３男 13% 73% 8% 7%
中３女 17% 74% 6% 3%
中３全体 15% 73% 7% 5%
中男全体 9% 77% 6% 8%
中女全体 15% 74% 6% 4%
中全体 12% 76% 6% 6%

表 8 ネットコミ上での問題 
非常に学びたい 学びたい 学ばなくてもいい答えられない 無回答

中１男 7% 22% 57% 5% 8%
中１女 1% 34% 53% 8% 4%
中１全体 4% 28% 55% 7% 6%
中２男 9% 16% 51% 13% 12%
中２女 5% 21% 58% 12% 4%
中２全体 7% 18% 55% 12% 8%
中３男 6% 16% 56% 11% 11%
中３女 5% 26% 55% 8% 6%
中３全体 5% 21% 55% 10% 9%
中男全体 7% 18% 55% 9% 10%
中女全体 4% 27% 55% 9% 4%
中全体 5% 23% 55% 9% 7%

表 10 ネットコミ学習要求度 



ラブルにあったときの対処法（変なことを書

かれたらどうしたらいいか，変なことを書い

ているのを見つけたらどうしたらいいか，変

な請求が来たらどうしたらいいか，など）」

「効果的なネットの利用法」「便利なサイトに

関する情報」など，危険回避への関心と，効

果的な利用の関心が入り混じっていることが

わかった．また上記の結果のように，ネット

コミュニケーションのための学習ニーズとい

うよりも，ネット利用に関して，学習ニーズ

があることがわかった．実際に，ネットコミ

ュニケーション上の工夫に関しての自由記述

欄には，その対応やどこから情報を得ている

かに関わって，「相手に応じた言葉使い」「誤

解されないように

絵文字の活用」な

ど，「友達同士」で，

「雑誌やテレビ」

などからも情報を

得て，誤解のない

コミュニケーショ

ンを試みようとし

ていることがわか

った．  

 また，少し広げ

て，日常よく利用

しているメディア

について尋ねてみ

ると，インターネ

ット利用は，すべ

ての学年で男女共

に多く，携帯電話

携帯電話 デスクトップＰＣノートＰＣ インターネットゲーム機 音楽プレーヤー電子手帳 デジタルカメラその他

中１男 27% 30% 35% 61% 69% 47% 2% 7% 3%
中１女 39% 19% 31% 61% 58% 43% 5% 10% 2%
中1全体 32% 25% 33% 61% 64% 45% 3% 8% 3%
中２男 35% 23% 26% 57% 71% 48% 3% 4% 1%
中２女 49% 30% 39% 66% 43% 65% 10% 14% 0%
中２年在 42% 27% 33% 62% 56% 57% 7% 10% 1%
中３男 48% 26% 28% 59% 60% 55% 7% 7% 2%
中３女 61% 26% 41% 76% 24% 55% 6% 11% 1%
中３全体 54% 26% 35% 67% 42% 55% 6% 9% 2%
中男 36% 27% 30% 59% 67% 50% 4% 6% 2%
中女 50% 25% 37% 68% 41% 54% 7% 12% 1%
中全体 43% 26% 34% 64% 54% 52% 5% 9% 2%

表 11 中学生がよく使っているメディア（複数回答） 

SNS ブログ ネットショッピング ゲーム 情報収集 チケット購入 文章記述
中１男 6% 9% 10% 34% 38% 4% 5%
中１女 5% 18% 6% 37% 40% 6% 7%
中1全体 6% 13% 8% 36% 39% 5% 7%
中２男 14% 9% 9% 32% 32% 7% 6%
中２女 19% 21% 19% 35% 45% 12% 8%
中２年在 17% 15% 14% 34% 39% 10% 7%
中３男 10% 9% 8% 24% 40% 2% 9%
中３女 8% 28% 9% 13% 52% 7% 14%
中３全体 9% 18% 9% 18% 46% 5% 11%
中男 10% 9% 9% 30% 37% 4% 7%
中女 11% 22% 11% 28% 46% 8% 10%
中全体 8% 7% 7% 18% 22% 5% 6%

電子メール 音楽ダウンロード 映像視聴 ＣＧ制作 写真加工 動画編集 その他

中１男 9% 38% 34% 2% 6% 10% 5%
中１女 16% 25% 37% 6% 4% 4% 5%
中1全体 12% 32% 36% 4% 5% 7% 5%
中２男 12% 33% 35% 3% 7% 12% 1%
中２女 26% 48% 53% 3% 8% 6% 8%
中２年在 19% 41% 45% 3% 8% 9% 5%
中３男 14% 49% 33% 2% 3% 7% 5%
中３女 29% 28% 34% 2% 5% 2% 1%
中３全体 21% 38% 34% 2% 4% 5% 3%
中男 11% 40% 34% 2% 5% 9% 4%
中女 23% 33% 41% 4% 5% 4% 4%
中全体 9% 23% 20% 4% 6% 8% 5%

表 12 コンピュータ・インターネットの利用目的（中学生：複数回答） 

電話 電子メール 写真撮影 映像視聴 プロフ ブログ ゲーム WWW利用 SNS その他

中１男 28% 21% 15% 8% 1% 3% 11% 4% 1% 4%
中１女 31% 42% 25% 7% 7% 7% 10% 13% 2% 7%
中1全体 29% 31% 20% 8% 4% 5% 10% 8% 2% 6%
中２男 36% 32% 29% 16% 1% 3% 16% 6% 4% 4%
中２女 44% 49% 35% 22% 10% 13% 13% 19% 6% 0%
中２年在 40% 41% 32% 19% 6% 8% 14% 13% 5% 2%
中３男 47% 48% 17% 18% 2% 2% 20% 13% 3% 5%
中３女 56% 57% 40% 16% 7% 15% 8% 26% 8% 1%
中３全体 51% 53% 29% 17% 5% 9% 14% 19% 6% 3%
中男 36% 33% 20% 14% 2% 3% 16% 7% 3% 4%
中女 44% 50% 34% 15% 8% 12% 10% 20% 6% 3%
中全体 21% 20% 13% 10% 4% 4% 11% 7% 4% 5%

表 13 携帯電話の利用目的（中学生：複数回答） 



の利用に関しては先にも述べたように女子に

多く，特に中学 3 年の女子に多かった．ゲー

ム機に関しては，男子の利用が多いが，中学

3 年になるとその利用は減り，音楽プレーヤ

ーなどの利用に移行していく傾向が見られた．

Web2.0 などの技術を用いた社会的ツールで

ある SNS やブログなどに関しては，全体と

してそれほど大きな数字は出ていないが，2
年時に一時的に高まる姿が見られ，その後落

ち着いていく傾向が見られた．また女子には，

ブログやプロフの利用の傾向が見られた（表

11，表 12，表 13 参照）．  

 続いて，教員養成学生及び現職教育のメデ

ィア利用行動を見てみる． 

 教員養成学生の場合も，女性の利用が早く，

現職教員の場合も，年齢が高いほど，その利

用スタート時期が遅くなることが確認できた．

（表 14，表 15 参照） 

 ネットコミュニケーションに関わって，そ

の特性や方法を学ぶことについては，教員生

の学生と現職教員の両方とも年齢や性別を越

えてすべて高く，その意識の高さがわかった

（表 16，表 17 参照）．さらに，子どものネッ

トコミュニケーションに関わって，その実態

を学ぶ必要性については，表 16 と表 17 の数

字とほぼ同じ傾向を示し，全体としてさらに

高い把握ニーズが見られた． 
 また，少し広げて，日常よく利用している

メディアについて尋ねてみると，携帯電話と

インターネット利用が，教員養成学生と現職

教員の両方共に高く，教員養成学生は音楽プ

レーヤー，現職教員はデジタルカメラの利用

がそれに続いていた（表 18，表 19 参照）． 

小学校から 中学校から 高校から 大学から わからない

教育大男 9% 36% 49% 7% 0%
教育大女 5% 51% 42% 0% 2%
教育大全体 7% 43% 45% 3% 1%

表 14 教員養成学生の携帯電話利用時期  

使っていない ここ1年 2～5年以内 5～10年以内 10～15年以内15年以上前
30歳代男 0% 0% 0% 24% 71% 6%
30歳代女 5% 0% 3% 43% 48% 3%
30歳代全体 4% 0% 2% 37% 54% 4%
40歳代男 3% 0% 13% 28% 41% 16%
40歳代女 2% 2% 10% 41% 44% 2%
40歳代全体 2% 1% 11% 36% 43% 7%
50歳代男 8% 2% 12% 32% 39% 8%
50歳代女 1% 1% 14% 55% 26% 4%
50歳代全体 3% 1% 13% 46% 31% 5%
男性全体 5% 1% 10% 30% 44% 10%
女性全体 2% 1% 11% 48% 35% 3%
全体 31% 28% 35% 49% 59% 34%

表 15 現職教員の携帯電話利用時期  

携帯電話 デスクトップＰＣ ノートPC インターネットゲーム機 音楽プレーヤー電子手帳 デジタルカメラ その他
99% 53% 73% 85% 48% 70% 24% 50% 0%

表 18 教員養成学生のよく使っているメディア（複数回答） 

携帯電話 デスクトップＰＣ ノートＰＣ インターネット ゲーム機 音楽プレーヤー 電子手帳 デジタルカメラ その他

30歳代男 100% 82% 76% 94% 29% 18% 6% 94% 0%
30歳代女 97% 44% 79% 82% 10% 10% 8% 79% 3%
30歳代全体 98% 54% 79% 84% 16% 12% 7% 84% 2%
40歳代男 94% 75% 78% 81% 9% 25% 13% 75% 0%
40歳代女 97% 59% 76% 72% 9% 19% 9% 76% 0%
40歳代全体 96% 64% 78% 75% 10% 21% 10% 75% 0%
50歳代男 85% 77% 73% 77% 11% 15% 9% 62% 0%
50歳代女 96% 58% 72% 74% 11% 13% 20% 72% 0%
50歳代全体 92% 65% 73% 75% 11% 14% 16% 68% 0%
男性全体 90% 77% 76% 81% 14% 18% 10% 70% 0%
女性全体 96% 55% 75% 74% 10% 14% 14% 74% 0%
全体 94% 63% 75% 77% 11% 15% 13% 73% 0%

表 19 現職教員がよく使っているメディア（複数回答） 

教育大男 78% 20% 0% 2%
教育大女 65% 21% 7% 7%
教育大全体 72% 20% 3% 5%

必要
あまり必要
と思わない その他 無回答

表 16 教員養成学生のネットコミ必要性

大変必要 必要 あまり必要でない 必要でない 無回答

30歳代男 65% 35% 0% 0% 0%
30歳代女 28% 73% 0% 0% 0%
30歳代全体 39% 61% 0% 0% 0%
40歳代男 28% 69% 3% 0% 0%
40歳代女 31% 64% 3% 0% 2%
40歳代全体 30% 66% 3% 0% 1%
50歳代男 26% 68% 3% 2% 2%
50歳代女 12% 79% 4% 0% 5%
50歳代全体 17% 75% 3% 1% 4%
男性全体 32% 63% 3% 1% 1%
女性全体 20% 74% 3% 0% 3%
全体 24% 70% 3% 0% 2%

表 17 現職教員のネットコミの必要性識  



 その利用目的は，教員養成学生の場合は，

コンピュータの場合は，情報収集，文章記述，

SNS，携帯電話の場合は，電話，電子メール，

写真撮影，WWW 利用と SNS が続いた．予

想通り，電子メールは，コンピュータという

よりも携帯電話で受けているのがここからも

明らかになった（表 20，表 21 参照）． 

現職教員の場合も，コンピュータの場合は，

情報収集，文章記述，携帯電話の場合も，電

話，電子メールと続いたが，教員養成の学生

とは異なり，SNSなどの社会的ツールの利用

はあまり見られなかった．ただし，少ないが

自由記述の中で，子どもの学習活動に関わっ

て，協同学習などを大切にしたいと答えてい

る教員は，利用経験や情報機器に関する自信

に関わらず，社会的ツールの利用に関心を寄

せたり，使っている傾向があることが読み取

れた．しかし一方で，携帯電話や ICT などを

よく利用していることが質問紙から読み取れ

る教員は，子どもが変わってきたことの問題

性の指摘(ネット利用の問題性や不安の指摘，

漢字がかけない，社会性の欠如などの指摘ほ

SNS V R(セカンドライフ) ネットショッピング ゲーム 情報収集 チケット購 入 文 章 記 述 電子 メール
51% 2% 3 4 % 26% 70% 11% 63% 36%

音楽 ダウンロード 映像視聴 ＣＧ制作 写 真 加 工 動画編集 ブログ その他
39% 42% 9 % 9 % 8% 11% 1%

表 20 教員養成学生のコンピュータ利用目的（複数回答） 

電話 電子メール 写真撮影 映像視聴 スケジュール記入 ブログ WWW利用 SNS その他
98% 97% 47% 25% 22% 16% 39% 34% 2%

表 21 教員養成学生の携帯利用目的（複数回答） 

SNS VR(セカンドライフネットショッピング ゲーム 情報収集 チケット購 入 文章記述 電子メール

30 歳 代 男 18% 6% 24% 1 2 % 88% 12% 59% 41%
30 歳 代 女 10% 3% 38% 5 % 74% 15% 62% 28%
30 歳代全体 12% 4% 33% 7 % 77% 14% 60% 32%
40 歳 代 男 13% 3% 22% 9 % 94% 19% 84% 66%
40 歳 代 女 12% 5% 22% 7 % 69% 16% 47% 36%
40 歳代全体 12% 4% 22% 8 % 77% 16% 59% 46%
50 歳 代 男 8% 5% 33% 9 % 76% 23% 76% 50%
50 歳 代 女 5% 0% 21% 8 % 79% 17% 69% 22%
50 歳代全体 6% 2% 26% 9 % 77% 19% 71% 32%
男 性 全 体 10% 4% 29% 1 0 % 83% 20% 76% 53%
女 性 全 体 8% 2% 24% 7 % 74% 16% 60% 27%
全 体 9% 3% 26% 8 % 77% 17% 66% 36%

音楽 ダウンロード 映 像 視 聴 ＣＧ制作 写真加工 動画編集 ブログ その他

30 歳 代 男 12% 24% 6% 2 4 % 24% 12% 0%
30 歳 代 女 10% 18% 5% 2 3 % 5% 18% 3%
30 歳代全体 11% 19% 5% 2 3 % 11% 16% 2%
40 歳 代 男 16% 28% 6% 1 9 % 13% 3% 0%
40 歳 代 女 5% 10% 2% 2 8 % 3% 2% 7%
40 歳代全体 9% 16% 3% 2 4 % 7% 2% 4%
50 歳 代 男 8% 20% 3% 2 6 % 11% 5% 12%
50 歳 代 女 6% 14% 4% 3 3 % 3% 0% 5%
50 歳代全体 6% 16% 3% 3 0 % 6% 2% 7%
男 性 全 体 10% 23% 4% 2 3 % 13% 5% 7%
女 性 全 体 6% 13% 3% 2 9 % 3% 4% 5%
全 体 8% 17% 4% 2 7 % 7% 4% 6%

表 22 現職教員のコンピュータ利用目的（複数回答） 

電話 電子メール 写真撮影 映像視聴 スケジュール記入 ブログ WWW利用 SNS その他

30歳代男 94% 100% 47% 24% 18% 18% 6% 12% 24%
30歳代女 92% 95% 51% 15% 13% 8% 15% 3% 3%
30歳代全体 93% 96% 49% 18% 14% 11% 12% 5% 9%
40歳代男 97% 88% 38% 6% 28% 3% 9% 3% 0%
40歳代女 98% 95% 45% 7% 16% 2% 5% 2% 0%
40歳代全体 98% 92% 42% 7% 20% 2% 7% 2% 0%
50歳代男 92% 85% 26% 5% 15% 3% 9% 2% 2%
50歳代女 95% 88% 39% 4% 15% 0% 1% 0% 3%
50歳代全体 94% 86% 34% 4% 15% 1% 4% 0% 2%
男性全体 94% 88% 32% 8% 19% 5% 9% 3% 4%
女性全体 95% 90% 42% 7% 14% 2% 5% 1% 2%
全体 94% 90% 39% 7% 16% 3% 6% 2% 3%

表 23 現職教員の携帯利用目的（複数回答） 



か)や，学力向上における ICT の活用の効果

について，その期待を質問紙に記しているが，

その教員が社会的ツールを利用したり，それ

へと関心を向けることはあまり見られなかっ

た．ここから，教員の授業観や学力観が社会

的ツールの利用などにも関わっていることが

予想された（本調査の結果の中からしか言え

ないが，現職教員は，伝統的な教育活動に ICT
などを効果的に位置づけ，利用していくこと

に関心があり，その経験や理解を越え，携帯

電話や ICT を，社会的表現ツールとして利用

していこうとする発想（調査から見えた子ど

もたちの嗜好や利用）とは現在のところ相容

れにくい状況にあるかもしれないと予想され

た）． 
先に，中学生の調査結果の中に見られたよ

うに，子どもの中で，学校外でのメディア利

用（携帯電話など）は確かに進んできている．

さらに SNS，ブログ，プロフなどの社会的な

ツール利用もなされてきていることを見てき

た．また，利用者は，メールによるネットコ

ミュニケーションの方法を色々学ぶことより

も，便利なサイトや社会的ツールネット利用，

危険な携帯差異との情報やトラブルに巻き込

まれたときの対象法を学ぶことを求めている

ことが明らかになった． 
しかしながら，これまで見てきた調査結果

に示されていたように，教員養成学生はその

利用行動が社会的ツールなどにも関与してい

ることがいくらか確認できたが，現職教員は

その利用経験があまりないことが明らかにな

った． 

以上のことから，中学生，教員養成学生，

現職教員のメディア利用行動は，個人差や利

用時間や頻度の差は当然あるにしても，携帯

電話，メディア利用について，SNS，プロフ，

ブログなどの社会的ツールの利用を除いて，

現在の利用経験において大きな差があるわけ

ではなかった．しかし，中学生と現職教員の

間で異なるのは，まさに，この SNS，プロフ，

ブログなどの社会的ツールの利用であり，情

報モラル教育やデジタルリテラシーの教育を

考えていく場合，今後１つのキーであること

がより明確になった． 

一方で，教員養成学生の場合も，その自由

記述から，現在，自分流で SNS，プロフ，

ブログなどの社会的ツールを利用しているが，

ネットコミュニケーションに関して，指導を

するという点に関わっては，自信がなく，ど

のように子どもたちに対応していったらいい

かが不安という言葉が目立った． 

また，電子メールなどでコミュニケーショ

ンをすること，WWW で情報収集などをする

ことと社会的ツールの利用の間には，少なか

らず壁があると感じている学生も多いことが

わかった．大学の授業などで，Webページ作

成，電子掲示板の利用や情報共有ソフトを活

用した授業なども経験していたとしても，そ

れを社会的ツールの利用とつなげて考えるこ

とができず，学んだ（いる）ことと，それを

教育活動の対象とすることをつなぐことがで

きない様子も読み取れた． 

これは，一方で大学の情報関係の授業で，

その利用の仕方や作成の仕方は教えても，そ

れをどのように教育の対象としていくかを教

えていく活動に時間が取れていない，あるい

はたとえ教えていたとしても，それを学生に

意識化させる点でさらに工夫が求められてい

ることが読み取れた． 

 
３. 今後の課題 
教師は，以上のような状況変化（調査結果）

の中で，子どもたちが学校外で身につけてい

るリテラシーにも目を向け，学校で求められ

るリテラシーの習得との関わりを考え，内容

としてまた方法の検討をしていくことが求め

られてきている． 

しかしながら，図１に示したように，これ

まで教員養成や現職研修で取り組んできたデ

ジタルリテラシーに関わる取組は，ツールリ

テラシーにまず目が向けられ，その利用・操

作についてのリテラシーの習得が求められた．

次に，教科指導等，表象リテラシーと関わる

部分について，教育・研修活動の注意が向け

られ，どのように教科指導等に効果的に ICT
等をうまく活用していけるか，に目が向けら

れてきた．さらに最近では，情報を批判的に

読み解いたり，多モードの表現活動を通じて，



表現力や，また制作者の立場に立つ目の育成

なども試みられてきた．しかしながら，

Web2.0の到来によって，「参加」「協同」「創

発」「融合」「増殖」など，Webなどを使った

コミュニケーションに変化が見られ，それに

伴いリテラシーにも変化が要求されてきた

（New Literacy）． 

そこで本報告では，中学校の子どもの状況

を質問紙による実態調査を通じて，上記のよ

うに言われている現状を見つめると共に，教

師を目指す学生（教育大学の学生）や現職教

員が子どものデジタルリテラシーの実体を把

握でき，指導できる経験を現在有しているか

どうかに関わっても，同様に質問紙による実

態調査を通じて明確にすることを試みてきた．

以上，調査結果より明確になったことから，

今後，教員養成や現職教員研修においては，

情報モラル教育を考えていく場合には，広く

デジタルリテラシーと関連付けて， New 

Literacyという視点もこのような課題に関わ

っていく場合，考えていく必要があると考え

られる． 
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図１ 教師に求められるデジタルリテラシー


